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研究成果の概要： 
高齢者肺炎の多くは誤嚥性と言われ、予防には口腔ケアが効果的とされている。施設における

誤嚥性肺炎の発症につき、その頻度、介護度との関係、発症の時期を検討し、口腔ケアとの関

係や、口腔内細菌の誤嚥性肺炎への関与の一部を明らかにした。また、同様の方法を用いて、

高齢者・障害者の方に多く認められる口臭との関連性についても心理的、生活習慣的側面を踏

まえて細菌学的に解析した。 
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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：歯学・社会系歯学 
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１．研究開始当初の背景 
高齢者においてはその生理的老化や病的老
化の影響をうけて様々の全身性疾患を有す
る傾向があり、また免疫能の低下により気道
や尿路、皮膚など感染抵抗性の弱い臓器から
感染症を発症すると言われている。近年、数
多くの介護老人保健施設や福祉施設が開設
され多くの要介護高齢者・障害者の方が入所
されている。この領域において、口腔機能や
嚥下機能の低下と誤嚥性肺炎や低栄養、痴呆
の進行との関連性が示唆され口腔ケアの重
要性が注目されている。我々は、福岡歯科大
学に付属する同一施設での観察および歯科
治療を含めた口腔ケアが可能であることか

ら、ほとんどの高齢者・障害者が罹患してい
ると思われる齲蝕や歯周病や義歯に関連す
る歯垢（バイオフィルム）、歯石、舌苔、口
臭の本体は何か、付着および口腔内バイオフ
ィルムの形成にどのような微生物が関わっ
ているのかを、全身疾患の関連性の点から密
接に検討することが可能な結果、どのような
口腔内細菌が存在し局所および全身に影響
をおよぼしているか、またこのことに対して
どのような口腔ケアが高齢者・障害者にとっ
て有効なのかが明らかになり、口腔内からの
全身への感染予防あるいは栄養状態や痴呆
の改善に大きく貢献できると思われ、高齢
者・障害者の QOL（Quality of Life）の向上



に非常に役立つ研究になると思われる。 
 
２．研究の目的 
本研究においては、福岡歯科大学医科歯科総
合病院口臭クリニックに来院される患者及
び福岡歯科大学に付属する施設に入所され
ている高齢者・障害者を対象として、齲蝕・
歯周病罹患・口臭状況を含めた口腔内状態が
誤嚥性肺炎を含む全身疾患にどのような影
響を及ぼすかを、歯周病原性細菌を含む口腔
内細菌を混合感染の観点から経時的に検討
を行うと共に、歯科治療を含めた口腔ケアが
どのように全身健康状態に影響を及ぼすか
の検討を行う。また、口腔機能や嚥下機能の
低下を有する高齢者・障害者の口腔微生物叢
の形成にどのような口腔内細菌が関与し、口
臭や全身健康状態に影響を及ぼすか、また、
これに対してどのような歯科治療や口腔ケ
アが有効であるか検討することにある。 
高齢者・障害者の方に多く認められる口臭と
口腔内細菌叢との関連性についても心理的、
生活習慣的側面や全身性疾患との関連性を
踏まえて検討する。 
３．研究の方法 
平成 14 年 8 月～平成 19 年 2 月の間に 3 ヶ月
以上入所した 241 名（平均年齢：84.6 歳）を
対象に、誤嚥性肺炎が疑われる入所者を、嚥
下性肺疾患研究会の嚥下性肺炎の診断基準
に従って診断した。誤嚥性肺炎の発症率を介
護度別に分類した。また、施設に入所する要
介護高齢者の口腔内拭い液と喀痰を採取し、
口腔内拭い液と喀痰から DNA を抽出し、代
表的な歯周病細菌 Porphyromonas gingivalis, 
Prevotella intermedia, Tannerella forsythia, 
Fusobacterium spp., Treponema denticola につ
いてPCR (polymerase chain reaction) 検出をお
こなった。また、T-RFLP (terminal restriction 
fragment length polymorphism) 法を用いて、上
記以外の細菌や培養困難な細菌も含めて口
腔内細菌叢パターンを比較した。また、口腔
内のH. pylori感染と口臭の関連性を検討する
ために、口臭患者 362 名の唾液サンプルにつ
いて 16S rRNA 遺伝子を利用した PCR 解析を
行った。 
 
４．研究成果 
誤嚥性肺炎は施設に入所する要介護高齢者
241 名中 53 名に発症しその発症率は約 22％
であった。この発症率は介護度 1で最も低く、
介護度 5 で最も高く介護度 1 の約 13 倍であ
った。また、施設に入所する要介護高齢者の
口腔内拭い液と喀痰を採取し、口腔内拭い液
と喀痰から今回 6 種類調べた歯周病細菌は、
口腔内に存在している場合には喀痰にも存
在していた 。また、P. intermedia を除く 4 菌
種は、口腔サンプルで未検出でも喀痰サンプ
ルで検出されました。P. gingivalis については

6 名中 2 名に口腔サンプルでは未検出にもか
かわらず喀痰サンプルで検出された（表 1）。
また、同じサンプルから複数の歯周病細菌が
同時に検出された（表 1）。口腔サンプルと喀
痰サンプルを比較してみると、共通するピー
クと特異的なピークとが認められた。また、
ピークの相対的割合も口腔サンプルと喀痰
サンプルで異なることがわかった（図 1）。口
腔内状態および全身の健康状態と T-RFLP の
パターンを解析しデータを蓄積することに
よって、肺炎を引き起こす可能性の高い口腔
由来の細菌を同定できると考えられる。 

また、口臭患者 362 名の唾液サンプルにつ
いて 16S rRNA 遺伝子を利用した PCR 解析を
行った結果、H. pylori 陽性は 21 名 (6.4%)、
陰性は 305 名 (93.6%) であった。陽性群は陰
性群に比べて、唾液潜血、動揺度、歯周ポケ
ット、歯周病原細菌の検出などの歯周病パラ
メータにおいて統計学的に高い値を示した。
次に、両群の口臭パラメータを比較したとこ
ろ、メチルメルカプタンにおいて陽性群が有
意に高かった。口臭患者における口腔の H. 
pylori 感染の報告は本研究が初めてであり、
H. pylori は進行した歯周病環境下にて多く検
出され、代表的な歯周病原細菌と同時検出さ
れることがわかった。さらに、舌苔因子を取
り除いた解析により、H. pylori の口腔感染は
歯周病を介して間接的に口臭に関係してい
ることが示唆された。 
 

表 1. 口腔内と喀痰内における歯周病細菌の

分布（PCR による歯周病細菌の検出） 
Subject  Pg Tf Fs Td Pi

1 Oral 

cavity 

– – – – – 

 Sputum – – – – – 

       

2 Oral 

cavity 

– + + – – 

 Sputum + + + – – 

       

3 Oral 

cavity 

– + + – + 

 Sputum – + + – + 

       

4 Oral 

cavity 

– – – – – 

 Sputum – + + – – 



       

5 Oral 

cavity 

– + + – + 

  + + + + + 

       

6 Oral 

cavity 

+ + + + – 

 Sputum + + + + – 

Pg, Porphyromonas gingivalis; Tf, Tannerella 

forsythia; Fs, Fusobacterium spp.; Td, 

Treponema denticola; Pi, Prevotella intermedia 
 

図 1 T-RFLP による口腔細菌叢のパターン解
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